
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

授業の方法

第
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

2025

専門基礎分野 授業の方法 実習

授業時数(単位数)必修

グループワーク・個人作業などが発生します。その状況に応じた講義参加態度を求めます。

①レポート作成50％（資料作成・発表内容、講義で実施した全ての内容を総合的に勘案します）
②解剖・生理・運動に関係する基礎知識試験50％

科  目  名

作業療法士学科

運動学実習

科　目　区　分

基礎運動学第6班
PC（レポート作成にて使用します。持参必能な場合は別途指示します）

筋骨格と関節運動の観点から、静止姿勢、基本動作、ADL動作など実習に向けて、記述できるようになる。主に寝返り、立ち上がり、歩行動作
の動作分析記録を記載し、記載内容から原因分析・考察を交えた資料作成を通じて、最終的に他者に発表を行うことが出来る。

学期

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

801夜間部 教室名

実務経験と
その関連資格

作業療法士として身体障害領域の病院で５年間勤務。
主たる疾患として、リウマチ、脳梗塞、パーキンソン病、頚髄損傷、大腿骨頸部骨折などのリハビリテーションに従
事。
資格：音楽健康指導士　準２級、地域音楽コーディネーター、認知症ケア指導管理士。

三田　直人

解らないことを積極的に調べて頂く講義になります。また１～２年生までの基礎知識が必要になるため、解剖・生理・運動学の振り返り学習をし
て下さい。

担 当 教 員

現在の解剖・生理。運動に関係する基礎知識の試験を実施します。
（尚、この試験は成績に含みません。）

寝返り１

寝返りに関係する基礎知識の振り返り

寝返り２

寝返りの動画作成及びレポート作成１

第
１
回

内　　　容

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

授業以外での準備学習の具体的な内容使用教材

教科書　講義資料

今回の試験を通じて、自
身が苦手である内容の積
極的な振り返りをお願い
致します。

オリエンテーション及び実力試験

教科書　講義資料

PC

相分けを基本にして、観
察した事象を書く必要が
あります。

教科書　講義資料

PC

筋骨格系の基礎知識が最
低ラインで必要です。その
中で運動がどのように行
われているかを考える必
要があります。

教科書　講義資料

PC

発表のみならず、質疑な
ども頑張って下さい。

寝返り３

寝返りの動画作成及びレポート作成２　発表資料準備

寝返り 発表

発表

教科書　講義資料

PC

相分けを基本にして、観
察した事象を書く必要が
あります。



授業の方法

第
１
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

内　　　容

第
１
１
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

歩行１

歩行に関係する基礎知識の振り返り

立ち上がり２
第
７
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
８
回

授業を 通じての 到達目標

立ち上がり１

立ち上がりに関係する基礎知識の振り返り

第
１
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

各コマに おける 授業予定

第
９
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
０
回

授業を 通じての 到達目標

教科書　講義資料

PC

相分けを基本にして、観
察した事象を書く必要が
あります。

歩行２

各コマに おける 授業予定

発表のみならず、質疑な
ども頑張って下さい。

立ち上がり 発表

発表

第
６
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

使用教材

立ち上がりの動画作成及びレポート作成１

筋骨格系の基礎知識が最
低ラインで必要です。その
中で運動がどのように行
われているかを考える必
要があります。

教科書　講義資料

PC

発表のみならず、質疑な
ども頑張って下さい。

教科書　講義資料

PC

教科書　講義資料

PC

歩行 発表

発表

歩行の動画作成及びレポート作成１

歩行３

歩行の動画作成及びレポート作成２

歩行４

歩行の動画作成及びレポート作成３

教科書　講義資料

PC

相分けを基本にして、観
察した事象を書く必要が
あります。

立ち上がり３

立ち上がりの動画作成及びレポート作成２　発表資料準備

立ち上がり４

立ち上がりの動画作成及びレポート作成3　発表資料準備

教科書　講義資料

PC

相分けを基本にして、観
察した事象を書く必要が
あります。

教科書　講義資料

PC

教科書　講義資料

PC

相分けを基本にして、観
察した事象を書く必要が
あります。

教科書　講義資料

PC

相分けを基本にして、観
察した事象を書く必要が
あります。

授業以外での準備学習の具体的な内容

教科書　講義資料

PC

相分けを基本にして、観
察した事象を書く必要が
あります。

筋骨格系の基礎知識が最
低ラインで必要です。その
中で運動がどのように行
われているかを考える必
要があります。


